
表 1450　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前収縮期血圧(mmHg)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前収縮
期血圧

なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

60未満 2 2 2 4
（％） (100.0) (100.0)
60～ 23 23 1 1 25
（％） (100.0) (100.0)
80～ 187 17 2 206 4 23 233
（％） (90.8) (8.3) (1.0) (100.0)

100～ 951 32 4 5 8 1,000 23 137 1,160
（％） (95.1) (3.2) (0.4) (0.5) (0.8) (100.0)

120～ 2,693 101 3 18 16 2,831 65 287 3,183
（％） (95.1) (3.6) (0.1) (0.6) (0.6) (100.0)

140～ 3,464 151 3 19 21 3,658 68 377 4,103
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.6) (100.0)

160～ 1,867 102 2 13 13 1,997 52 257 2,306
（％） (93.5) (5.1) (0.1) (0.7) (0.7) (100.0)

180～ 657 39 3 1 700 20 78 798
（％） (93.9) (5.6) (0.4) (0.1) (100.0)

200～ 134 4 1 4 143 6 13 162
（％） (93.7) (2.8) (0.7) (2.8) (100.0)

220～ 35 1 1 37 1 6 44
（％） (94.6) (2.7) (2.7) (100.0)
合計 10,013 447 12 62 63 10,597 240 1,181 12,018
（％） (94.5) (4.2) (0.1) (0.6) (0.6) (100.0)

記載なし 2,176 78 4 6 4 2,268 64 2,780 5,112
（％） (95.9) (3.4) (0.2) (0.3) (0.2) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 146.07 148.41 135.42 146.18 147.52 146.44 147.95 146.59 146.25

標準偏差 23.61 24.28 19.94 24.90 25.49 23.75 25.74 24.65 23.80

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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